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長野県松本市大字笹賀3039番地
本　社　TEL 0263－58－5757
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この商品は厳密なる品質管理および

検査を経てお届けしたものです。

お客様の正常なご使用状態で、万一

故障した場合は、本保証書記載の保

証規定により無料修理いたします。

※修理はお買い求めの販売店に必ず

本保証書をご提示の上ご依頼くだ

さい。

※本保証書は再発行しませんので大

切に保存してください。

手動油圧ポンプ

公 称 圧 力 68.5MPa

ハンドル荷重 309N

作 動 油 シェルテラス  S2  V15（T15）

油 量 約190㎤

油 圧 ホ ー ス １ｍ

質 量 2.9㎏

年 月 日 サ ー ビ ス 内 容 担当者

年 月 日

年 月 日

年 月 日

★印の欄は必ずご記入下さい。

2 .   仕　　様

1 .   各部の名称

。

本 社

東 京

大 阪

名古屋

福 岡

仙 台

FAX0263（86）1002

FAX03（6891）1700

FAX06（7663）0668

FAX052（386）2163

FAX092（483）5704

FAX022（287）1768

☎0263（58）5757

☎03（6891）2111

☎06（7663）0667

☎052（685）5388

☎092（483）5700

☎022（287）1761

（代）

（代）

（代）

（代）

（代）

（代）

長野県松本市大字笹賀30 3 9番地

東京都渋谷区元代々木町 3 0 - 1 3

大阪府大阪市中央区南船場2-1-10（CARP南船場第1ビル 9階）

愛知県名古屋市名東区上社3丁目203（リバーページ本郷 1階）

福岡県福岡市博多区東光2丁目22-30

宮城県仙台市若林区荒井一丁目21番地の8

〒３９９-８７２１

〒151-8527

〒542-0081

〒465-0025

〒８１２-０００８

〒９８４-００３２
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5.1 カップラの取り付け、取り外しをひ

んぱんに行いますと、長い間には作

動油が減少する事があります。この

ような時には次の要領で作動油を補

給して下さい。

⑴　タンクカバーの端を左にまわして外

します。するとオイルタンクとプラ

グが露出します。　（図 6）

⑵　ポンプを立てた状態でオイルタンク

のギザを持ち、反対の指でプラグを

まわしながら取り外します。プラグ

はねじではありませんので、左右ど

ちらでもまわります。　（図 7）

5 .   保守・点検

3.1 戻しハンドルを左（←DOWN－）に

まわしたのち、油圧ホース先端の雄

カップラをシリンダの雌カップラに

確実に接続します。　（図 1）

3.2 戻しハンドルを右（－UP→）にいっ

ぱいまわします。　（図 2）

3.3 シリンダ部の準備（穴あけ又は切断）

ができましたら、ポンプハンドルを

操作して作業を開始して下さい。

3.4 穴あけ又は切断が完了したらポンプ

ハンドルの操作をやめ、戻しハンド

ルを左へまわします。作動油は、オ

イルタンクへ戻ります。　（図 3）

3.5 シリンダの作動油が全部オイルタン

クへ戻ったのを確認してから、カッ

プラを取り外して下さい。

4.1 このポンプはSH-10-1パンチャーの穴あけ等に使用するように設計されたポン

プです。したがって端子やスリーブの圧着や圧縮には、圧力規制装置がついて

おりませんのでご使用にならないで下さい。

4.2 カップラの接続は確実に行って下さい。不完全な状態で使用しますと、シリン

ダのラムが上昇したまま、下がらなくなる事があります。　（図 4）

3 .   使用方法

4 .   使用上の注意事項

⑶　ポンプを立てたまま、オイルタンク

へ給油をして下さい。この時、オイ

ラー（油さし）を使用すると作動油も

ムダにならず、給油もらくに行えま

す。　（図 8）

⑷　口元までいっぱいに入れたら、プラ

グを入れずにポンプを立てたままで、

ポンプハンドルを 5 ～ 6 回操作して

下さい。この時、戻しハンドルは左

（←ＤＯＷＮ－）にまわしておいて下

さい。オイルタンクの中に空気が

残っている場合はこの操作で空気抜

きができます。　（図 9）

⑸　空気が抜けると、補給した作動油のレベルが下がりますので、再びいっぱいに

なるまで補給をして下さい。この後、オイルタンクにプラグを静かに根本まで

差し込めば補給が完了です。タンクカバーをもとの位置へねじ込んで下さい。

5.2 ポンプに使用する作動油は、シェル

テラス  Ｓ2 Ｖ15 （Ｔ15）  です。販

売店へお申し付け下さい。

5.3 始業前に、ポンプハンドルの軸へ注

油をして下さい。油が切れてカジレ

が出ますと、ポンプの寿命が短くな

ります。　（図10）

5.4 作動油は１年に１回、全量を交換して下さい。約190㎤です。交換はオイルタ

ンクの作動油を全部排出した後、5.1と同じ要領で行って下さい。

5.5 日常の保守・点検が十分であれば故障の生ずる事はありませんが、万一故障し

た場合はお買い求めの販売店または弊社営業所へお問い合わせ下さい。

4.4 油圧ホースは柔軟性のあるものを使用していますが、圧力のかかっている時、

及び金具部分からの急激な曲げは行わないで下さい。ホースの寿命が短くなる

と同時にパンクする恐れがあります。　

4.3 作業する際は、シリンダ部を人のいる方向や、自分の方へ向けての使用はさけ

て下さい。　（図 5）
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